
 

 

 

保険料水準の統一（完全統一）の目標年度について 

 

令和 6年 4月から「保険料の水準の平準化に関する事項」は都道府県国民健康保険運

営方針の必須記載事項とされ、保険料水準統一加速化プラン（第３版）（令和８年８月）

においては、「原則として、次期国保運営方針期間（令和 12～17年度）の中間年度（令

和 15年度保険料算定）までに、全国の都道府県において『完全統一』を達成する。仮に、

市町村間の保険料水準の乖離が著しいなど令和 15 年度保険料算定までの実現が困難な

場合（※）にも、令和 17年度（令和 18年度保険料算定）までに確実に『完全統一』を

達成する。※ 令和 15年度保険料算定までの実現が困難な場合、その理由について、国

に協議することとする。」とされた。 

 今般、富山県国民健康保険運営方針（以下、「運営方針」）の中間見直しにあたり、保

険料水準の平準化に向けた取組をさらに進めるため完全統一の目標年度を記載すること

とする。 

 

１ 運営方針見直し（案） 

第３ 市町村における保険料（税）の標準的な算定方法及びその水準の平準化に関する事項 

４ 保険料（税）水準の平準化 

（２）統一の定義及び目標年度 

現行 見直し（案） 

（略） 

こうしたことを踏まえ、本県では、保

険料水準の統一に向け、まずは、令和 12

年度を「納付金ベースの統一」の目標年

度とし、なるべく早期の「完全統一」に

向けて引き続き協議していくこととす

る。 

（略） 

こうしたことを踏まえ、本県では、保

険料水準の統一に向け、   令和 12

年度を「納付金ベースの統一」、令和 15

年度を「完全統一」の目標年度とし、引

き続き協議していくこととする。 

 

２ 目標年度の考え方 

・統一に向け、県は毎年度の納付金及び市町村標準保険料率の算定に加え、当該年度で

統一したと仮定した場合の統一保険料率の試算を行い、市町村は、統一保険料率を参考

に段階的な保険料率の改定を検討していくこととしている（運営方針第３ ４（３））。 

納付金ベースでの統一が達成（令和 12年度（予定））した後、統一保険料率に向けた

保険料率の改定を行うには一定の期間を要すること。 

・完全統一後に用いる法定賦課限度額や標準的な賦課割合への移行に向けて一定の期間

を要すること。 

・完全統一後の算定に用いる標準的な収納率の取扱いについては、令和７年度から検討

を開始したところであり、合意形成に至るまでに今後数年間の試算、検証を経ることと

していること。 
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